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ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
値
下
げ
す
る
場

合
や
、
相
手
方
に
負
担
を
課
す
こ
と
な
く

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
場
合
で
す
。 

 

②
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
判
断
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
⑵
変
更
の
合
理

性
に
関
し
て
は
、
定
型
約
款
の
中
に
、
約

款
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
旨
の
条
項
が

存
在
す
る
か
ど
う
か
も
、
考
慮
要
素
と
な

り
ま
す
。
変
更
後
の
内
容
に
拘
束
さ
れ
る

こ
と
を
望
ま
な
い
相
手
方
が
、
契
約
を
終

了
で
き
る
場
合
も
、
⑵
変
更
の
合
理
性
が

認
め
ら
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
定
型
約
款
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
上
記
①
又
は
②
の
ほ
か
に
、
手
続
的

な
要
件
と
し
て
、
変
更
の
効
力
発
生
時
期

を
定
め
、
変
更
す
る
旨
、
変
更
後
の
内

容
、
変
更
の
効
力
発
生
時
期
を
事
前
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
利
用
規
約
等
に
つ
い
て

は
、
内
容
の
変
更
が
あ
り
得
る
旨
を
定
め

て
お
く
こ
と
、
実
際
に
変
更
す
る
場
合
に

は
、
右
の
内
容
を
事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

定
型
約
款
に
関
す
る
、
残
り
の
規
定
の

詳
細
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

不
当
条
項
・
不
意
打
ち
条
項
の
規
制 

 

前
回
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
定
型
約
款

に
関
す
る
規
定
は
、
相
手
方
が
個
別
の
条

項
の
内
容
を
了
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
定
型
約
款
の
条
項
が
契
約
の
内
容

に
な
る
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。 

他
方
で
、
定
型
約
款
を
準
備
し
た
側
に

著
し
く
有
利
な
条
項
（
不
当
条
項
）
や
、

相
手
方
が
約
款
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

合
理
的
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
条

項
（
不
意
打
ち
条
項
）
に
つ
い
て
は
、
定

型
約
款
が
契
約
の
内
容
に
な
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
該
条
項
の
法
的
拘
束
力
は

否
定
さ
れ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
㋐
著
し
く
高
額
な
違
約
金
を

定
め
る
条
項
、
㋑
定
型
約
款
を
準
備
し
た

側
の
故
意
・
重
過
失
に
よ
る
損
害
賠
償
責

任
を
免
責
さ
せ
る
条
項
、
㋒
商
品
を
購
入

す
る
と
、
思
い
が
け
な
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
の
継
続
的
な
支
払
義
務
が
発
生
す

る
と
い
う
条
項
は
、
法
的
拘
束
力
が
否

定
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
存
在
し
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

逆
に
、
相
手
方
と
し
て
は
、
定
型
約

款
に
含
ま
れ
て
い
る
条
項
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
法
的
拘
束
力
を
争
う
余

地
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

定
型
約
款
を
変
更
す
る
た
め
の
要
件 

 
 

一
般
的
に
は
、
契
約
の
内
容
を
変
更

す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
、
双
方
の
合

意
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
定
型
約
款

に
関
し
て
は
、
①
相
手
方
に
と
っ
て
有

利
な
変
更
の
場
合
や
、
②
変
更
が
、
⑴

契
約
を
し
た
目
的
に
反
せ
ず
、
か
つ
⑵

変
更
の
必
要
性
や
変
更
後
の
内
容
の
相

当
性
等
に
照
ら
し
て
合
理
性
を
有
す
る

場
合
に
は
、
定
型
約
款
を
準
備
し
た
側

が
、
定
型
約
款
の
内
容
を
一
方
的
に
変

更
で
き
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
は
、
例
え

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 
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相
続
法
に
関
す
る
民
法
改
正
等
の
概
要 

 

「
時
事
ニ
ュ
ー
ス
」
で
も
ご
紹
介
し

た
と
お
り
、
相
続
法
に
関
す
る
民
法
改

正
等
が
成
立
し
、
本
年
７
月
１
３
日
、

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
主
な
改

正
点
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
配
偶
者
の
居
住
権
の
保
護
】 

①
配
偶
者
が
相
続
開
始
の
時
に
遺
産
に

属
す
る
建
物
に
居
住
し
て
い
た
場
合
、

遺
産
分
割
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
無

償
で
そ
の
建
物
を
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
（
配
偶
者
短
期
居
住
権
）
。 

②
配
偶
者
の
居
住
建
物
を
対
象
と
し

て
、
終
身
又
は
一
定
期
間
、
配
偶
者
に

そ
の
使
用
を
認
め
る
法
定
の
権
利
が
創

設
さ
れ
、
遺
産
分
割
等
に
お
け
る
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
、
配
偶
者
に
そ
の
権

利
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
（
配
偶
者
居
住
権
）
。 

 

【
遺
産
分
割
等
に
関
す
る
見
直
し
】 

③
婚
姻
期
間
が
２
０
年
以
上
の
夫
婦
間

で
、
居
住
用
不
動
産
の
遺
贈
又
は
贈
与

が
さ
れ
た
と
き
は
、
持
戻
し
の
免
除
の

意
思
表
示
が
あ
っ
た
（
遺
産
分
割
に
お

い
て
、
遺
産
と
扱
う
必
要
は
な
い
）
も

の
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

④
相
続
さ
れ
た
預
貯
金
に
つ
い
て
、
生

活
費
や
葬
儀
費
用
の
支
払
等
へ
の
対
応

の
た
め
、
遺
産
分
割
前
に
も
払
戻
し
が

受
け
ら
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

 

【
遺
言
制
度
に
関
す
る
見
直
し
】 

遺
言
に
は
、
⑴
遺
言
者
が
全
文
を
自

署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
筆
証
書
遺

言
、
⑵
公
証
役
場
で
作
成
す
る
公
正
証

書
遺
言
等
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

⑤
こ
の
う
ち
、
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い

て
、
作
成
時
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
自

筆
で
は
な
い
財
産
目
録
を
添
付
し
て
、

作
成
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。 

⑥
自
筆
証
書
遺
言
を
、
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
、
法
務
局
が
保
管
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
す
。
法
務
局
で
保
管
さ
れ

た
遺
言
は
、
相
続
発
生
時
の
裁
判
所
で

の
検
認
の
手
続
も
不
要
と
な
り
ま
す
。 

 

【
遺
留
分
制
度
に
関
す
る
見
直
し
】 

 

遺
贈
や
生
前
贈
与
に
よ
っ
て
、
特
定

の
者
だ
け
に
財
産
が
遺
さ
れ
た
場
合
で

 

時
事
ニ
ュ
ー
ス 

～
平
成
３
０
年
通
常
国
会
で
成
立
し
た
法
律
・
法
改
正
～ 

平
成
３
０
年
通
常
国
会
で
は
、
複
数
の
重
要
な
法
律
・
法
改
正
が
成
立
し
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
関
連

法
、
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
実
施
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
関
連
法
、
成
人
年
齢
を
１
８
歳
に
引
き
下
げ
る
民

法
改
正
の
他
に
も
、
配
偶
者
の
居
住
権
の
保
護
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
相
続
法
に
関
す
る
民
法
改
正
等
や
、
柔

軟
な
権
利
制
限
規
定
を
整
備
す
る
著
作
権
法
改
正
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
当
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
今
回
は
相
続
法
に
関
す
る
民
法
改
正
等
、
次
回
は
働
き
方
改
革

関
連
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
創
設
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
様
々
な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
次
回
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
ご
確
認
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
４
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
お
届
け
致
し

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
所
だ
け
、
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

弁
護
士  

今
津  

泰
輝 

あ
っ
て
も
、
兄
弟
姉
妹
以
外
の
法
定
相

続
人
に
は
、
最
低
限
の
取
り
分
（
遺
留

分
）
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

⑦
従
来
、
遺
留
分
の
請
求
は
、
現
物
返

還
（
例
え
ば
、
不
動
産
で
あ
れ
ば
共
有

状
態
に
な
る
）
が
原
則
で
し
た
が
、
改

正
後
は
、
金
銭
で
の
価
額
弁
償
の
み
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

【
相
続
人
以
外
の
者
の
貢
献
を
考
慮
す

る
た
め
の
方
策
】 

 

被
相
続
人
の
介
護
等
に
貢
献
し
た
者

が
い
る
場
合
、
相
続
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
貢
献
が
、
「
寄
与
分
」
と
し
て
考

慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

⑧
改
正
後
は
、
子
の
配
偶
者
等
、
相
続

人
以
外
の
親
族
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

要
件
の
下
、
相
続
人
に
金
銭
請
求
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

【
施
行
日
】 

⑤
は
平
成
３
１
年
１
月
１
３
日
、
①

②
⑥
は
公
布
の
日
か
ら
２
年
以
内
、
そ

れ
以
外
は
公
布
の
日
か
ら
１
年
以
内
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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